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今
回
、
伊
澤
勝
彦
前
同
窓
会

会
長
よ
り
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
受

け
、
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
上
野
法
忍
で
す
。
も

と
よ
り
浅
学
非
才
で
は
あ
り
ま

す
が
、
役
員
を
始
め
多
く
の
会

員
の
皆
様
、
校
長
先
生
を
は
じ

め
先
生
方
と
協
力
し
な
が
ら
、

そ
の
責
務
を
果
た
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
創
立
九
十
周
年
の

節
目
の
年
に
あ
た
り
、
多
く
の

同
窓
生
の
御
協
力
に
よ
り
記
念

事
業
並
び
に
記
念
式
典
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
記
念
事
業
と
し
て
、
新

校
訓
と
な
っ
た
旧
制
石
橋
中
学

校
の
校
訓
、
ニ
ー
チ
ェ
の
箴

言
「
爾
の
立
て
る
と
こ
ろ
を
深

く
掘
れ
」
の
記
念
碑
が
建
立
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
新
校
訓

が
生
徒
達
の
心
の
拠
り
所
と
な

り
、
昔
か
ら
の
石
高
魂
が
今
後

も
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て

い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
「
人
は
、
環
境
に
よ
っ
て
育

つ
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

環
境
を
良
く
す
る
こ
と
が
良
い

人
を
育
て
ま
す
。

　

ま
た
、
兼
好
法
師
の
「
徒
然

草
」
の
一
五
七
段
に
は
、

　

筆
を
取
っ
た
ら
字
が
書
き
た

く
な
り
、
楽
器
を
と
っ
た
ら
音

を
た
て
て
み
よ
う
と
思
う
。
盃

を
と
れ
ば
酒
の
こ
と
を
思
い
出

し
、
さ
い
を
持
っ
た
ら
転
が
し

て
み
た
く
な
る
。
人
間
の
心
は

必
ず
事
に
触
れ
て
お
こ
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
か
り
そ
め
に
も

善
く
な
い
戯
れ
を
し
て
は
い
け

な
い
。（
中
略
）

　

そ
れ
で
信
心
の
心
が
お
こ
ら

な
く
て
も
数
珠
を
と
り
、
お
経

を
と
っ
た
ら
、
怠
り
の
う
ち
に

も
善
業
が
お
の
ず
か
ら
修
せ
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
散
乱
の
心

な
が
ら
で
も
座
禅
の
床
に
座
っ

た
ら
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
心
が
安
定
し
て
く
る
も
の
で

あ
る
。

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
環
境
を

良
く
し
、
正
し
い
心
を
持
っ
て

生
活
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
石
高
生
が
学
力
は
も
ち

ろ
ん
、
心
身
共
に
健
全
な
生
徒

と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
も
創
立

九
十
年
の
実
績
を
踏
ま
え
、
母

校
の
発
展
の
た
め
、
百
周
年
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
同
窓
会
へ
の

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

石
高
同
窓
会
会
長

上
野　

法
忍

創
立
百
周
年
を
目
指
し
て
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同
窓
会
の
最
大

行
事
と
言
っ
て
い

い
、
石
橋
高
校
創

立
九
十
周
年
記
念

行
事
が
昨
年
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

窓
会
の
一
人
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
が
、
不
完
全
燃
焼
の
部
分
が
残

り
ま
す
。

　

京
浜
支
部
総
会
が
開
か
れ
る
に

当
た
り
、
招
待
を
頂
き
他
の
同
窓

会
役
員
の
方
と
参
加
し
ま
し
た
。

　

雨
の
中
を
西
銀
座
の
宝
く
じ
売

り
場
の
前
を
通
り
、
銀
座
ラ
イ
オ

ン
に
到
着
し
ま
す
。
す
る
と
ビ
ル

の
入
り
口
で
同
級
生
と
十
数
年
ぶ

り
に
出
会
い
ま
す
。
挨
拶
も
そ
こ

そ
こ
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
ろ
う

と
す
る
と
同
じ
会
の
出
席
者
ら
し

い
女
性
た
ち
が
階
段
を
登
り
始
め

て
い
ま
す
。
数
年
先
輩
と
お
見
受

け
し
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
が
元
気

よ
く
階
段
を
上
が
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
横
目
に
６

階
に
向
か
い
ま
す
。

　

和
や
か
な
会
が
始
ま
り
、
総
会

の
後
に
は
懇
親
会
が
続
き
ま
す
。

正
面
の
《
石
橋
高
校
京
浜
支
部
総

会
》
の
立
派
な
旗
の
写
真
を
撮
っ

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
す
る
と
、
同

じ
会
場
に
以
前
か
ら
ネ
ッ
ト
で
簡

単
な
や
り
取
り
を
し
て
い
る
同
窓

生
の
山
中
一
馬
氏
が
い
る
事
が
判

明
し
ま
し
た
。

　

彼
の
方
か
ら
挨
拶
に
来
て
く
れ

ま
す
。
初
対
面
で
改
め
て
挨
拶
を

交
わ
し
ま
し
た
。
人
気
者
の
山
中

氏
は
周
囲
か
ら
人
が
集
ま
っ
て
来

ま
す
。

　

名
物
と
も
言
わ
れ
る
海
老
原
茂

氏
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
元
気
よ
く

話
さ
れ
て
い
ま
す
。
90
歳
で
今
回

の
九
十
周
年
で
は
90
万
円
の
寄

付
を
し
た
か
ら
、
次
の
百
周
年
で

は
百
万
円
の
寄
付
を
す
る
と
張
り

切
ら
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ー
ジ
ョ
レ

ヌ
ー
ボ
を
ご
馳
走
す
る
か
ら
、
一

緒
に
移
動
し
よ
う
と
誘
わ
れ
ま

す
。
30
人
ほ
ど
で
有
楽
町
駅
前
電

気
ビ
ル
に
移
動
し
ま
す
。

　

20
階
に
《
日
本
外
国
特
派
員
協

会
》
が
あ
り
ま
す
。
話
題
に
な
っ

て
い
る
イ
ス
ラ
ム
国
で
誘
拐
さ
れ

た
後
藤
氏
の
母
や
時
の
話
題
の
人

が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
と
こ

ろ
で
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー
席
に
着
く

と
、
山
中
氏
の
隣
に
な
り
ま
し
た
。

　

彼
が
能
楽
を
す
る
き
っ
か
け

や
、
家
族
の
事
等
を
互
い
に
話
し

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま

す
。
そ
の
後
、
私
の
同
級
生
８
人

ほ
ど
と
そ
の
電
気
ビ
ル
の
地
下
の

飲
食
街
に
移
動
、
最
終
電
車
ま
で

ミ
ニ
同
窓
会
を
楽
し
み
ま
す
。
京

浜
支
部
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
石
高
の

同
窓
会
に
感
謝
し
た
一
日
に
な
り

ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り

本
校
の
教
育
活
動

に
多
大
な
る
御
支

援
・
御
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
26
年
４
月

に
小
山
高
校
か
ら
転
勤
し
て
参
り

ま
し
た
若
田
部
で
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
11
月
14
日
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
創
立
九
十
周
年
記
念
式
典

に
は
、
同
窓
会
役
員
の
方
々
を
始

め
、
多
く
の
方
々
に
御
出
席
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
盛
大
か

つ
厳
粛
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
創
立
記
念
事
業
実
行
委
員
会

が
設
置
さ
れ
て
三
年
、
式
典
の
み

な
ら
ず
、
講
演
会
、「
湧
泉
の
碑
」

の
建
立
、
記
念
誌
の
発
刊
、
教
育

活
動
基
金
へ
の
御
協
力
な
ど
、
物

心
両
面
で
の
御
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
は
、
現
在
18
学
級
、
711
名

の
生
徒
が
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。

出
身
地
域
で
は
、
宇
都
宮
市
の
中

学
校
か
ら
入
学
し
て
く
る
生
徒
が

約
半
数
と
な
り
ま
し
た
が
、
幸
い

多
く
の
中
学
生
か
ら
入
学
し
た
い

高
校
に
選
ば
れ
、
高
校
入
試
は
高

倍
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
活
動
に
お
い
て
は
学
力
の

向
上
と
部
活
動
の
振
興
に
努
め
て

お
り
ま
す
が
、
大
学
進
学
に
お
い

て
は
、（
平
成
26
年
３
月
の
結
果
）

国
立
合
格
者
102
名
、
公
立
合
格
者

12
名
、
合
計
114
名
の
生
徒
（
現
役
）

が
国
公
立
大
学
に
合
格
し
て
い
ま

す
。
私
立
大
学
に
は
延
べ
453
名（
現

役
）
が
合
格
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
部
活
動
に
お
い
て
は
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
放
送
部
、
吹
奏

楽
部
、
弓
道
部
、
陸
上
部
が
団
体

あ
る
い
は
個
人
で
、
全
国
大
会
や

関
東
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

英
語
弁
論
大
会
（
二
位
）、
国
際
理

解
弁
論
大
会
（
最
優
秀
賞
）
と
栃

木
県
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
得

て
、
関
東
大
会
や
全
国
大
会
に
出

場
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
教
職
員
は
、
創
立
九
十

周
年
を
一
つ
の
節
目
と
し
て
、
創

立
百
周
年
に
向
け
、
本
校
を
さ
ら

に
大
き
な
学
校
に
成
長
さ
せ
て
い

こ
う
と
、
生
徒
と
一
体
と
な
っ
て

努
力
し
て
参
り
ま
す
。 

同
窓
会
の

皆
様
に
も
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

ぬ
御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り
た
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様

の
御
健
勝
と
石
橋
高
校
同
窓
会
の

更
な
る
発
展
と
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
副
会
長　

大
手　

正
憲

京
浜
支
部
総
会
に
参
加
し
て

校
長　

若
田
部　

明

創
立
九
十
周
年

同
窓
会
本
部
役
員

　

平
成
26
年
８
月
に
行
わ
れ
ま

し
た
同
窓
会
本
部
役
員
会
に
お

き
ま
し
て
、
創
立
九
十
周
年
を

契
機
に
10
年
間
同
窓
会
会
長
を

お
務
め
に
な
っ
た
伊
澤
勝
彦
氏

が
退
任
さ
れ
、
上
野
法
忍
氏
が

新
た
に
同
窓
会
会
長
と
な
る
こ

と
が
信
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
と
も
な
い
、
そ
の
他

の
職
に
つ
き
ま
し
し
て
も
改
選

が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

同
窓
会
会
長

    

上
野
法
忍
（
高
23
回
）

同
窓
会
副
会
長

    

小
林
利
孝
（
高
11
回
）

    

梅
山
康
之
（
高
15
回
）

    

谷
中
恵
子
（
高
18
回
）

    

大
手
正
憲
（
高
22
回
）

    

柏
木
陽
子
（
高
23
回
）

同
窓
会
副
会
長
兼
京
浜
支
部
長

    

新
倉
敦
司
（
高
12
回
）

同
窓
会
副
会
長
兼
宇
都
宮
支
部
長

    

郷
間
康
久
（
高
32
回
）

同
窓
会
副
会
長
兼
県
庁
支
部
長

    

山
中　

晃
（
高
25
回
）

同
窓
会
副
会
長
兼
下
野
支
部
長

    

小
林
利
孝
（
高
11
回
）

同
窓
会
副
会
長
兼
小
山
支
部
長

    

岸　

一
彦
（
高
15
回
）

監　

事

    

伊
沢
幸
一
（
高
15
回
）

    

山
中　

晃
（
高
25
回
）

    

山
崎
早
苗
（
高
25
回
）
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【
記
念
式
典
】　

　

平
成
26
年
11
月
14
日
、
石
橋

高
校
第
一
体
育
館
を
会
場
に
栃

木
県
立
石
橋
中
学
校
・
高
等
学

校
の
創
立
九
十
周
年
記
念
式
典

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　

今
回
の
記
念
式
典
は
、
生
徒

の
教
育
活
動
の
た
め
の
事
業
と

な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
、
地
域

と
の
連
携
を
踏
ま
え
、同
窓
生
・

生
徒
・
保
護
者
・
教
職
員
が
協

力
し
て
事
業
に
当
た
る
こ
と
な

ど
の
留
意
事
項
の
も
と
計
画
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て

形
と
な
っ
た
も
の
が
、
式
典
に

お
け
る
生
徒
の
役
割
で
し
た
。

　

車
両
誘
導
・
受
付
・
案
内
誘

導
・
接
待
・
司
会
進
行
・
表
彰

式
介
添
え
な
ど
生
徒
が
積
極
的

に
関
わ
り
ま
し
た
。 

　

ま
た
式
は
、
岡
田
豊
子
栃
木

県
教
育
委
員
、
同
窓
生
の
五
月

女
裕
久
彦
県
議
、
五
十
嵐
清
県

議
や
広
瀬
寿
雄
下
野
市
長
、
並

び
に
地
元
選
出
の
若
林
和
雄
県

議
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の

来
賓
の
方
々
や
百
名
以
上
の
同

窓
生
、
保
護
者
の
御
臨
席
を
い

た
だ
き
、
総
勢
九
百
名
を
越
え

る
参
加
者
の
も
と
、
盛
大
に
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
式
の
辞
、
校
長
式
辞
、
実

行
委
員
長
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
挨

拶
、
感
謝
状
贈
呈
、
来
賓
祝
辞
、

生
徒
代
表
挨
拶
の
後
、旧
校
歌
・

現
校
歌
が
高
ら
か
に
斉
唱
さ
れ

創
立
九
十
周
年
記
念
式
典
、
厳
粛
か
つ
盛
大
に
挙
行
さ
れ
る

ま
し
た
。

　

式
の
直
後
に
は
、
石
橋
高
校

放
送
部
制
作
「
石
橋
高
校
の
一

年
」
と
い
う
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

が
上
映
さ
れ
、
生
徒
を
始
め
同

窓
生
も
自
分
の
高
校
時
代
に
思

い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

　

同
窓
生
ば
か
り
で
な
く
、
生

徒
の
心
に
も
響
い
た
式
典
と
な

り
ま
し
た
。

【
記
念
講
演
会
】

　

午
後
に
行
わ
れ
た
記
念
講
演

会
で
は
、
東
京
理
科
大
学
学
長

の
藤
嶋
昭
先
生
に
『
科
学
を
楽

し
く　

身
の
ま
わ
り
の
自
然
現

象
に
感
動
し
よ
う
』
の
演
題
の

も
と
、「
偉
人
に
学
ぶ
」「
良
い

本
を
読
む
」「
光
触
媒
の
現
状
」

「
光
道
管
が
お
も
し
ろ
い
」「
地

球
温
暖
化
を
防
ご
う
」
な
ど
、

生
徒
の
共
感
す
る
内
容
で
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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生
に
お
願
い
す
る
事
が
多
く
、

今
迄
に
、
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
、
ジ
ャ
ズ
、
津
軽
三
味
線

等
の
演
奏
と
多
彩
で
す
。
出
演

頂
い
た
方
全
員
は
紹
介
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
私
も
四
十
三
回
に

コ
ー
ラ
ス
女
声
合
唱
団
〝
サ

フ
ァ
イ
ア
〞
で
歌
わ
せ
て
頂
き

良
い
思
い
出
で
す
。

　

プ
ロ
の
落
語
家
春
風
亭
小
柳

枝
さ
ん
の
古
典
落
語
や
東
京

ガ
ー
ル
ズ
さ
ん
の
歌
と
笑
い
な

ど
と
、
ギ
ャ
ラ
は
度
外
視
し
て

御
出
演
頂
き
ま
し
た
。（
会
員

の
ご
紹
介
で
）

　

毎
年
、
七
、八
百
枚
お
便
り

を
出
さ
せ
て
頂
き
、
私
の
担
当

は
四
百
枚
位
で
し
ょ
う
か
。
皆

様
と
の
少
し
の
コ
メ
ン
ト
で
、

一
年
間
ど
の
様
に
お
過
ご
し
に

な
ら
れ
た
か
を
知
り
安
堵
し
た

り
と
、絆
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
感
じ
ま
す
の
は
大
先

輩
方
の
母
校
を
思
い
遣
る
強
さ

で
す
。

　

二
年
前
よ
り
湧
泉
の
絆
基
金

を
始
め
ま
し
た
。
私
ど
も
も
こ

れ
か
ら
巣
立
つ
生
徒
諸
君
の
少

し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
京
浜
に
限
ら
ず
広

く
石
橋
高
校
の
出
身
の
方
々

が
、
御
参
集
頂
け
る
支
部
に
な

り
ま
す
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努

力
す
る
所
存
で
す
の
で
、
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

母
校
で
は
創

立
九
十
周
年
記

念
式
典
も
終
了

し
、
百
周
年
に

向
け
て
一
層
の
躍
進
を
さ
れ
る

事
と
存
じ
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
京
浜
支
部
も
生
徒
の

皆
様
の
御
活
躍
を
喜
ば
し
く
誇

り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
同
窓
会
だ
よ
り
に
と

お
話
を
頂
き
、
何
か
と
考
え
ま

し
た
が
、
京
浜
支
部
の
現
状
を

書
か
せ
て
頂
こ
う
と
思
い
ま

す
。

　

顧
問
二
名
、
役
員
八
名
で
毎

年
十
一
月
の
第
三
土
曜
日
、
銀

座
ラ
イ
オ
ン
に
て
開
催
致
し
て

お
り
ま
す
。

　

歴
史
あ
る
こ
の
会
も
昨
年

五
十
三
回
を
終
え
ま
し
た
。
今

の
役
員
は
四
十
一
回
か
ら
で
す

の
で
、十
二
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

故
郷
を
離
れ
、
京
浜
地
区
で

御
活
躍
さ
れ
る
諸
先
輩
、
後
輩

の
方
々
が
年
に
一
度
、
同
窓
生

と
集
い
、
ゲ
ス
ト
の
妙
技
に
浸

り
、
又
、
学
生
時
代
の
懐
か
し

い
日
々
を
語
る
笑
顔
に
、
役
員

一
同
来
年
も
新
た
な
企
画
で
頑

張
ら
な
く
て
は
と
、
し
み
じ
み

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
ゲ
ス
ト
で
す
が
、
同
窓

京
浜
支
部
だ
よ
り

　

京
浜
支
部
役
員

黒
木　

敦
子

「
湧
泉
の
絆 

基
金
」

　
「
湧
泉
の
絆　

基
金
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
旧
制
石
橋
中
学

校
第
14
回
卒
同
級
会

　

会　

長　

海
老
原　

茂 

氏

　

副
会
長　

秋
元　

武
夫 

氏

　

副
会
長　

飯
塚　
　

博 

氏

が
中
心
と
な
っ
て
提
案
さ
れ
た

「
湧
泉
の
絆
シ
ス
テ
ム
」
が
契

機
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
海
老

原
氏
は
京
浜
支
部
の
顧
問
も
な

さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
シ
ス
テ

ム
設
立
の
趣
旨
は
、
石
橋
高
校

九
十
年
誌
に
も
ご
寄
稿
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
現
役
生
徒
の
更

な
る
研
鑽
と
飛
躍
に
資
す
る
石

橋
高
校
教
育
活
動
基
金
へ
の
醵

出
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

記
念
誌
の
中
で
、

　

子
育
て
の
終
わ
っ
た
同
窓
の

皆
様
が
、
そ
の
学
級
ご
と
に
、

上
記
「
湧
泉
の
絆
シ
ス
テ
ム
」

と
同
様
の
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上

げ
て
頂
け
れ
ば
、
私
達
の
よ
ろ

こ
び
、
こ
れ
に
過
ぐ
る
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
述
べ
ら
れ
、
同
窓
生
へ
の

広
が
り
を
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

旧
制
石
橋
中
学
校
第
14
回
卒

業
の
方
々
は
中
学
時
代
に
、
太

平
洋
戦
争
を
経
験
さ
れ
、
中
学

時
代
に
零
戦
操
縦
士
に
志
願
さ

れ
た
方
や
、
軍
人
と
し
て
シ
ベ

リ
ア
に
抑
留
さ
れ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
時
代
や
学
校
に
対
す

る
思
い
は
一
入
と
拝
察
さ
れ
ま

す
。

　

今
回
の
九
十
周
年
記
念
事
業

に
お
け
る
募
金
で
も
、
旧
制
石

橋
中
学
校
第
14
回
卒
業
の
皆
様

か
ら
は
、
総
額
90
万
円
に
も
及

ぶ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
金
額
は
、
九
十
周
年

記
念
事
業
へ
の
募
金
で
あ
る
こ

と
と
、
皆
様
方
が
90
歳
を
お
迎

え
に
な
る
こ
と
と
に
因
ん
だ
こ

と
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
記
念
事
業
に

対
し
ま
し
て
、
他
の
多
く
の
同

窓
生
の
皆
様
か
ら
も
多
大
な
る

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
事
業
の
一
環
で
あ
る
「
教

育
活
動
基
金
」
も
目
標
額
以
上

の
金
額
と
な
り
ま
し
た
。
生
徒

の
教
育
活
動
に
役
立
た
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　

同
窓
会
事
務
局
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
基
金
の
整
備
並
び
に

広
報
活
動
に
、
今
後
も
努
め
て

参
り
ま
す
。「
湧
泉
の
絆 

基
金
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
口
座

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

足
利
銀
行　

石
橋
支
店

栃
木
県
立
石
橋
高
等
学
校

同
窓
会
会
長
上
野
法
忍

（
ト
チ
ギ
ケ
ン
リ
ツ
イ
シ
バ
シ
コ
ウ
ト
ウ
ガ
ッ
コ
ウ

ド
ウ
ソ
ウ
カ
イ
カ
イ
チ
ョ
ウ
ウ
エ
ノ
ホ
ウ
ニ
ン
）

普
通 

５
０
２
８
１
４
８

　

な
お
、
ご
意
見
ご
質
問
に
つ

き
ま
し
て
は
、
同
窓
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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栃
木
県
庁
に
在
籍
す
る
石
橋
高

校
卒
業
生
（
教
員
や
警
察
の
職
員

を
除
く
）
は
、
現
在
130
名
ほ
ど
お

り
ま
す
。
県
庁
石
高
会
と
し
て
、

総
会
・
懇
親
会
を
中
心
に
さ
さ
や

か
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

県
庁
内
の
石
高
Ｏ
Ｂ
職
員
は
、

派
手
さ
や
積
極
性
は
少
な
い
感
じ

が
い
た
し
ま
す
が
、
非
常
に
堅
実

で
、
物
事
を
と
こ
と
ん
突
き
詰
め
、

県
民
の
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
適
切

な
対
応
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
非
常
に
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の

優
れ
た
、
安
心
感
の
あ
る
職
員
が

多
く
、
困
難
な
仕
事
等
で
も
、
不

満
も
言
わ
ず
、
種
々
の
調
整
等
を

行
い
、
前
向
き
に
対
応
し
て
く
れ

て
お
り
ま
す
。

　

県
庁
全
体
か
ら
見
る
と
卒
業
生

の
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
主
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で

活
躍
し
て
お
り
、
内
外
か
ら
の
信

頼
等
も
厚
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
こ
で
も
そ
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
何
か
を
行
う
と
き
に

は
、
や
は
り
き
ち
ん
と
し
た
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
や
考
え
方
等
が
必
要
で

あ
り
ま
す
が
、
石
高
卒
の
県
職
員

は
、
そ
れ
を
身
に
付
け
て
い
る
。

何
ら
か
の
形
で
き
ち
ん
と
持
っ
て

い
る
。
校
訓
あ
る
「
爾
の
立
て
る

と
こ
ろ
を
深
く
掘
れ
」
の
精
神
が

　

県
庁
支
部
長

山
中　
　

晃

石
橋
高
校
の
卒
業
生
が

頑
張
っ
て
ま
す

　

石
橋
高
等
学
校
同
窓
会
小
山
支

部
は
、
小
山
市
在
住
の
卒
業
生
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、

総
会
・
新
年
会
・
役
員
会
を
開
催

し
、
こ
の
地
域
の
同
窓
生
相
互
の

親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
今
回
は

平
成
26
年
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
小

山
支
部
総
会
に
つ
い
て
ご
報
告
し

ま
す
。

　

平
成
26
年
石
橋
高
等
学
校
同
窓

会
小
山
支
部
総
会
は
、
６
月
８
日

に
小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
本

部
か
ら
は
伊
澤
勝
彦
同
窓
会
会
長

（
当
時
）、
学
校
か
ら
は
若
田
部
明

校
長
先
生
を
は
じ
め
４
名
の
先
生

方
に
御
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
は
午
後
５
時
に
開
会
さ
れ
、

町
田
昭
三
支
部
長
（
当
時
）
の
挨

拶
に
続
き
、
伊
澤
同
窓
会
会
長
・

若
田
部
校
長
・
支
部
会
員
で
も
あ

る
五
十
嵐
清
県
議
会
議
員
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
25
年
度
事
業

報
告
・
決
算
、
平
成
26
年
度
事
業

計
画
・
予
算
、
役
員
改
選
な
ど
の

議
事
が
滞
り
な
く
終
了
し
、
懇
親

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

世
代
ご
と
に
分
か
れ
た
テ
ー
ブ

ル
で
は
、
仕
事
・
子
供
・
孫
の
話

や
近
況
報
告
等
、
お
も
し
ろ
お
か

し
く
話
し
合
い
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
し
た
。
ま
た
、
青
春
時
代
で

も
あ
る
在
校
時
の
種
々
の
話
な
ど

が
話
題
に
盛
り
上
り
、
皆
が
そ
れ

ぞ
れ
の
高
校
時
代
に
思
い
を
馳
せ

　

小
山
支
部
事
務
局
長

　

清
水　
　

明

小
山
支
部
総
会
か
ら

心
に
刻
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て
、
い

ざ
と
い
う
時
は
非
常
に
強
い
結
束

力
が
あ
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災

の
折
に
も
、
Ｏ
Ｂ
職
員
が
対
応
等

に
走
り
回
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
の
時
代
、「
哲
学
が
な
い
。」

あ
る
い
は
、「
気
持
ち
や
考
え
方
が

ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
る
。
流
さ
れ
や

す
い
。」
そ
ん
な
印
象
が
あ
り
ま
す

が
、
高
校
生
の
多
感
な
時
代
に
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
学
校
で
、
哲
学

を
（
無
意
識
の
内
に
も
）
心
に
刻

む
こ
と
は
非
常
に
意
義
深
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
石
橋
高
校
の
今
後
ま

す
ま
す
の
御
活
躍
を
御
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
特
に
生
徒
の

皆
様
に
は
、
失
敗
を
お
そ
れ
ず
石

高
精
神
で
積
極
的
に
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

エ
ー
ル
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

た
も
の
に
石
橋
高
校
Ｏ
Ｂ
に
よ
る

五
重
奏
が
あ
り
ま
す
。
演
奏
い
た

だ
い
た
方
は
、
高
下
三
喜
夫
氏
他

四
名
の
方
で
、
最
初
に
校
歌
を
演

奏
し
、
そ
の
後
懐
か
し
い
曲
を
奏

で
る
と
、
同
窓
生
か
ら
は
盛
大
な

拍
手
が
あ
り
大
い
に
場
が
盛
り
上

が
り
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
石
橋
高
校
の

益
々
の
発
展
、
並
び
に
在
校
生
・

卒
業
生
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈

念
す
る
と
同
時
に
、
今
後
小
山
支

部
は
よ
り
広
報
活
動
を
行
い
、
よ

り
広
い
世
代
の
卒
業
生
に
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度

同
窓
会
関
係
行
事

平
成
二
十
六
年

４
月
７
日
（
月
）

   

入
学
式

６
月
８
日
（
土
）

   

小
山
支
部
総
会

　
　

於　

小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

８
月
23
日
（
土
）

   

役
員
会
及
び
総
会

　

高
26
回
卒
業
生
ホ
ー
ム
カ
ミ

　

ン
グ
デ
ー   

　
　

於　

本
校
図
書
館

11
月
５
日
（
水
）

   

校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

11
月
14
日
（
金
）

   

創
立
90
周
年
記
念
式
典
及
び

   

記
念
講
演
会

11
月
29
日
（
土
）

   

京
浜
支
部
総
会

　
　

於　

銀
座
ラ
イ
オ
ン

平
成
二
十
七
年

２
月
13
日
（
金
）

  

県
庁
支
部
総
会

　
　

於　

ニ
ュ
ー
み
く
ら

２
月
27
日
（
金
）

   

同
窓
会
入
会
式

３
月
２
日
（
月
）

   

卒
業
式
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石
橋
高
校
創
立
九
十
周
年
を
迎
え
る

今
年
の
八
月
二
十
三
日
に
、
第
二
十
六

回
（
昭
和
四
十
九
年
卒
）
の
卒
業
生
に

よ
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
、
参
加

者
二
十
六
名
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
催
し
は
、
昨
年
よ
り
創
立
記
念
行
事

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

  

私
は
高
校
卒
業
後
の
大
学
進
学
で
、

数
年
間
の
み
こ
の
地
を
離
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
を
下
野
市

（
石
橋
町
）
に
て
生
活
し
て
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
石
橋
高
校
の
同

級
生
の
顔
を
見
る
こ
と
は
、
同
じ
地
域

に
住
ん
で
い
る
者
に
限
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
回
の
再
会
で
は
、
各
自
の
顔

を
見
る
な
り
、
名
前
は
勿
論
の
こ
と
、

　

高
校
第
９
回
卒

黒
須　

英
雄

の
時
間
が
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
参
加
者
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
ブ
ル
に
混
じ
っ
て
、
電
話
番

号
や
メ
ア
ド
交
換
を
熱
心
に
し
て
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
実
に
42
年
ぶ
り

に
会
う
人
も
い
て
、
名
前
を
聞
く
た

び
に
高
校
当
時
の
懐
か
し
い
思
い
出

が
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し

た
。

　

石
高
の
校
庭
や
屋
上
か
ら
眺
め
た

連
山
は
、
今
も
同
じ
時
期
に
真
白
く

輝
い
て
い
ま
す
。

　

満
ち
足
り
た
人
生
を
送
っ
て
き
た

仲
間
も
、
そ
う
で
な
か
っ
た
仲
間
も
、

石
高
時
代
の
気
持
ち
を
今
一
度
思
い

出
し
て
、
第
２
の
人
生
に
踏
み
出
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

数
年
後
の
再
会
を
誓
っ
て
、
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
し
、
散
会
し
ま
し

た
。

　

第
24
回
石
高
卒
業
生
同
級
会
を
平

成
26
年
３
月
８
日
に
小
山
市
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

名
目
は
還
暦
を
迎
え
た
同
級
生
た

ち
の
第
２
の
人
生
応
援
と
い
う
も
の

で
す
。

　

当
日
は
恩
師
の
先
生
方
６
名
と
70

名
を
超
え
る
仲
間
が
集
い
、
ク
ラ
ス

の
枠
を
超
え
て
、
卒
業
以
来
42
年
の

旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
セ
レ
モ
ニ
ー
や
進
行
に
不

手
際
が
生
じ
ま
し
て
参
加
者
の
皆
さ

ん
に
は
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
が
、

午
後
１
時
の
開
始
か
ら
午
後
６
時
ま

で
の
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
多
い
た
め
、
自
己
紹
介

　

高
校
第
24
回
卒

稲
川　
　

洋

同　

期　

会　

通　

信

石
高
九
回
卒
同
級
会

第
24
回
石
高
卒
業
生
同
級
会

　

高
校
第
26
回
卒

小
林　

保
夫

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

14
日
に
あ
る
。

・
文
武
両
道
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、

後
輩
は
奮
闘
し
て
い
る
。

・
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
進
学
校
で

人
気
校
で
も
あ
る
。

嬉
し
く
も
頼
も
し
い
限
り
で
あ
る
。

○
乾
杯
！
音
頭
は
、
東
京
地
区
で
活

躍
し
て
い
る
山
田
英
雄
氏

○
歓
談
（
テ
ー
ブ
ル
毎
に
）

・
自
己
紹
介
や
近
況
報
告
等

・
ス
ピ
ー
チ
代
表
の
選
出

○
テ
ー
ブ
ル
代
表
の
ス
ピ
ー
チ

・
長
年
ア
メ
リ
カ
で
会
社
の
営
業
の

仕
事
を
し
て
き
た
。
各
民
族
性
の

違
い
に
戸
惑
う
こ
と
が
多
か
っ

た
。

・
バ
ラ
の
栽
培
が
趣
味
で
、
小
山
地

区
バ
ラ
の
会
で
活
躍
し
て
い
る
。

バ
ラ
に
囲
ま
れ
た
生
活
に
満
足
し

て
い
る
。

・
幼
稚
園
を
経
営
し
て
い
る
。
子
育

て
支
援
に
生
き
甲
斐
を
感
じ
て
い

る
○
余
興

・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

　

若
々
し
い
声
で
「
ビ
ン
ゴ
！
」

・
カ
ラ
オ
ケ

　

別
れ
の
一
本
杉 

リ
ン
ゴ
村
か
ら

　

好
き
だ
っ
た 

学
園
広
場

○
校
歌
斉
唱

二
荒
の
い
た
だ
き　

残
雪
か
す
み
校

庭
明
る
く　

桜
咲
け
り

　

甲
子
園
球
場
で
歌
い
た
か
っ
た
。

次
回
の
喜
寿
祝
し
て
の
会
は
「
湧
泉

の
碑
」
の
前
に
集
合
し
て
…
…
。

　

６
月
３
日
小
山
市
須
賀
神
社
会
館

で
、
60
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

遠
く
は
鹿
児
島
県
の
喜
界
島
か

ら
、
飛
行
機
を
乗
り
継
い
で
毎
回
参

加
す
る
友
も
い
ま
す
。

　

会
え
ば
、
顔
を
見
れ
ば
、
昔
の
名

を
言
え
ば
、
皆
「
高
校
三
年
生
」

○
伊
澤
勝
彦
同
窓
会
会
長
よ
り
「
母

校
の
現
況
に
つ
い
て
」
の
話

・
創
立
九
十
周
年
記
念
式
典
が
11
月

所
属
し
て
い
た
ク
ラ
ス
ま
で
思
い
出
す

こ
と
が
で
き
、
互
い
の
近
況
を
報
告
し

あ
い
ま
し
た
。
四
十
年
前
の
高
校
時
代

に
戻
っ
た
よ
う
な
状
態
で
、
こ
れ
が
、

同
級
生
・
同
窓
生
と
し
て
の
絆
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
校
庭
や
体
育
館
を

見
学
し
た
と
き
に
は
、
部
活
動
に
励
ん

で
い
た
当
時
の
こ
と
を
懐
か
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
東
門
を
入
っ
た
正
面

に
は
、
創
立
九
十
周
年
を
記
念
し
て
建

立
さ
れ
た
「
湧
泉
の
碑
」
が
あ
り
、
校

訓
が
刻
ま
れ
た
本
校
の
新
し
い
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
校
舎
内
で

は
、
教
育
環
境
の
充
実
に
驚
か
さ
れ
、

後
輩
達
が
思
う
存
分
自
分
の
目
標
達
成

に
取
り
組
め
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
多
く
の
同
級
生
と
会
う
機

会
を
持
て
た
こ
と
は
、
非
常
に
う
れ
し

い
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上

に
、
先
輩
の
同
窓
生
と
話
す
中
で
、
母

校
を
誇
り
に
思
い
、
後
輩
達
の
活
躍
を

願
う
姿
を
身
近
に
接
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
も
、
非
常
に
良
か
っ
た
こ
と
の

一
つ
で
し
た
。　

　

最
後
に
、
今
後
の
石
橋
高
校
と
同
窓

会
の
さ
ら
な
る
発
展
を
御
祈
念
い
た
し

ま
す
。
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大学

［国公立大学］（　）内は過年度卒の内数
年度入試 平成24年度

受験数 合格数 受験数 合格数 受験数 合格数
平成25年度 平成26年度

1
1
3
3

1
12
12
14
4
8
18
39
9
20
5
8

1
5

3

3
3
17

2

5
9
2
4
4

1

1

1

1
220
1

2
1
2
4
4

1

3
5
1
13

1

2
2
3
4

5
8
13
6
8
12
36
10
21
4

1

1

3
2
3
1

3
13
7
1

3
8
1
7

1

1

1

1
1

194

1

1

5
4

4
3
2
3

15

1  
1（1）

2（1）

1（1）
8（1）

7  
2  
3  
6  

24（2）
3  

11（1）
3（1）
3  

1  

1  

3  
1  
8（1）

 
2  

4  
1  

1  
2  

 

 

 

 

 

 1  
100（9）
1  

 
1  
1  
1  

 
1  

 
1  
2  
1  
7  

1  
 

2  
 

2  
3  
6  
2  

 
7  

17（3）
2（1）
16（1）
2（1）

 
 
 
 

1  
 

1  
1  
1（1）

 
 

3（1）
6  
5  
1  

 
 

4  
1  
4  

 
 
 
 

1  
 
 
 
 

1  
1  

 
 

91（8）

1  

1  
 
 

2  

1  

3  

3
2
4

3
3
1
10
6
14
9
10
11
36
5
18
12
10

1
1

4
2
8

2
2
9
4
3
1

6

7
4

1
2

1
1

1

2

219
1

3

4
2
3
1
1

5

5
2

10
2

1
1
11
1
1

2
2
1

1

77
1
1
298

4
3
1
8
5
1

1
4

1
2

1

1
1
71
1
1
266

3
2
5
1

3

4

1

1

1

1

42
2
2
263

1  

1（1）

1  

1  

1  

1  

15（3）
1  
1  

129（14）

  2  
2  

 
6  
3  
1  

 
1  
1  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1  
25  
1  
1  

117（8）

  1  
 
 

4（1）
1（1）

 
 
 

7  
 

1  
 
 

2  
2  

 
 
 
 
 
 
 

34（2）
1  
1  

135（11）

3  
1  
3  

3  
1  

4（1）
3  
6  
4  
5  
6  

20（1）
5  
9  
3  
7（1）

1  

3（1）

4（2）

2（1）
2  
5（1）

1  
1（1）

3  

4（1）

1  

1（1）

2  

113（11）

1  
2（1）

1  
1  

4（1） 

過去３年間の大学合格状況　その１

帯 広 畜 産
北 見 工 業
室 蘭 工 業
北 海 道
北 海 道 教 育
弘 前
岩 手
宮 城 教 育
東 北
秋 田
山 形
福 島
筑 波
茨 城
宇 都 宮
群 馬
埼 玉
千 葉
電 気 通 信
お茶の水女子
東 京
東 京 芸 術
東 京 外 国 語
東 京 工 業
東 京 学 芸
東 京 海 洋
東 京 農 工
一 橋
横 浜 国 立
上 越 教 育
新 潟
富 山
金 沢
福 井
山 梨
信 州
岐 阜
静 岡
名 古 屋 工 業
名 古 屋
京 都
大 阪
神 戸
奈 良 教 育
広 島
山 口
徳 島
高 知
佐 賀
宮 崎
琉 球
（国立計）

釧 路 公 立
公立はこだて未来
青 森 公 立
岩 手 県 立
宮 城
秋 田 県 立
国 際 教 養
山形県立米沢栄養
会 津
福島県立医科
茨城県立医療
群馬県立女子
群馬県立県民健康科学
高 崎 経 済

大学

［国公立大学］（　）内は過年度卒の内数
年度入試 平成24年度

受験数 合格数 受験数 合格数 受験数 合格数
平成25年度 平成26年度

前 橋 工 科
埼 玉 県 立
千葉県立保健医療
首都大学東京
横 浜 市 立
神奈川県立保健福祉
新 潟 県 立
福 井 県 立
都 留 文 科
山 梨 県 立
長 野 県 看 護
静 岡 県 立
静岡文化芸術
名 古 屋 市 立
愛 知 県 立
三重県立看護
滋 賀 県 立
京 都 府 立
大 阪 市 立
大 阪 府 立
神戸市外国語
長 崎 県 立
（公立計）

防 衛
準 大 学 計
（国公立準計）

大学

［私立大学］（　）内は過年度卒の内数
年度入試 平成24年度

受験数 合格数 受験数 合格数 受験数 合格数
平成25年度 平成26年度

3

1
1
2

17
6
5
13

2

1

1
1
4
2
5

17

32

4
1

2

1

1
1
2

11
4
4
12

1

1

2
2
2

13

6

2
1

1

1

1
1

1
1

1
37
3
2
33
1

2
2

1

3
4
7

14
1
28
2

2

1

1  
 

1  
1  

 
1  
1  

 
 

1  
20（2）
1  
2  

32（1）
 
 
 

2  
 
 
 
 

3  
4（1）
5  

 
11（4）
1  
9（1）
1  

 

2  

5

1
2
23
5
7
17

2

1

3
2
3
1
1
1
15
3
24
2
5

2  
 
 
 

1  
2  

14（3）
4  
2  
16  

 
 

2  
 

1  
 

1  
1  
3（1）
1  
1  
1  
7  
3（2）
12  
1  
5  

北 海 道 医 療
酪 農 学 園
石 巻 専 修
東 北 福 祉
東 北 薬 科
東北芸術工科
つ く ば 国 際
茨城キリスト教
流 通 経 済
足 利 工 業
国際医療福祉
自 治 医 科
獨 協 医 科
白 鷗
文 星 芸 術
桐 生
高崎健康福祉
群馬医療福祉
東 京 福 祉
創 造 学 園
跡見学園女子
埼 玉 医 科
埼 玉 工 業
城 西
女 子 栄 養
東 京 国 際
獨 協
日 本 工 業
文 教
文 京 学 院
目 白
西 武 文 理
日 本 薬 科
日本医療科学
日本保健医療
江 戸 川
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大学

［私立大学］（　）内は過年度卒の内数
年度入試 平成24年度

受験数 合格数 受験数 合格数 受験数 合格数
平成25年度 平成26年度

1
1
3

13
3
4
1
4

13
2
4
1
4
9

7
22
2

2
82
2
8

11

4
19
7

16

10
3
8
2
31

14
2

18

8
1
5
2
2

5
2
19
15

39
1
50
10
63

1

1
13
1
2
1
27
3
7

11
1
9
6
6
2
10
3
3
2
10
1

4
68

4
2
8
3

21
5

22

3
3

9
1
49
4
18
1

12
1
14
1
7
1

1

9

36
17

1
32
6
71
1
69

1  
1  

7（3）
3  
3  
1  
1（1）

4（2）
2  
2  
1  
3  
6  

2  
12  
2  

 
2  

37（3）
1  
4（1）

 
5  

 
1  

13（2）
6  

 
10（1）

 
 

6（1）
3  
4  

 
15（3）

 
13（1）
2  

 
15  

 
4  
1  
4  
2  
2  

 
3  
2  
11  
5  

 

17（3）
1  

31（3）
4  

41（6）

10  
1  
2  
1  
7（1）
3  
3  

 
5（2）

 
2  
4  
2  

 
4（1）

 
1  
1  
3（1）
1  

 
1  

21（4）
 

2（1）
 

4  
1  

 
11（2）
4  

 
16（1）

 
2（1）
3（2）

 
2  

 
14（1）
2（1）
13（2）
1  

 
8（1）
1  
8  
1  
6（1）
1  

 
 

4  
 

16（5）
4  

 
 

7  
4  

40（2）
 

31（2）

1
13

4
3
19

4

13

19
5
6
5
8
1
1
3
8
1
1

83
6

4
18
3

19
10
1
16
4
1
2

9

27
4
14
1
1
29

9

3
5

1
2

57
31
1
4
42
3
52
1
85

3
12
53
1
8
10
11
1
4
34
13
1
2

20
7

17
4
5
2

1

1

1
3
1
2

2

2
1

3

7

1

1

910
1208

1

10
53

6
26
15

2
43
20
2
4
1
25
2
1
13

15
3
1
1
1
1
1
1
2

2
1
1

1

2
2
3

1

2
3

1
1042
1308

4
6
61
7
3
15
13

1
38
14
6
4

22
6

24
3
8
3
3
1

1
1

2
1

1
7
1
3
1
2
2

9
2
4
6
6

2

2

1081
1344

1  
2  

27（4）
2（1）
2（1）
5  
6（1）

 
1（1）
10（6）
9（1）
1（1）
3  

 
9  
3  

 
5（2）
2  
6  
2  
2  
1  

 
 
 
 
 

1（1）

2  
1  

 
 

4  
1  
3  
1（1）

 
2  

 
 

3  
2  
3  

 
3  

 
1  

 
 
 
 
 
518（65）
647  

1  
 

3  
17（2）

 
 

7  
3  

 
2（2）
10（2）
10  

 
2  
1  
9（3）

 
 

2  
 

10  
3  

 
1  

 
1  
1  
1（1）
2  

 
1  
1（1）
1  

 
 

1  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1  
 
 
 
 

1  
 
 
 

3  
 

1  
473（46）
590  

7  
23（3）

 
3  
8  
8（1）
1  

 
14（3）
4  

 
1  

 
12（4）
4  

 
4（3）
2（1）
4  
2  

 
1  

 
 
 

1  
 
 

1  
3  
1  
2  

 
2  

 
 

2  
1  

 
 
 

1（1）
 

1  
 
 

1  
  
 
 

1  
 
 
 
 
497（13）
632  

1  
6  

 
2  
3  
8（1）

 
2  

 
1（1）

 
7（1）
2  
5（1）
2  
3  

 
1  
3  
7  
1  
1  

 
30（4）

 
 

2  
7  
1（1）

 
7  
4（1）
1  

11（1）
4  

 
2（1）

 
4（2）

 
9（1）
3  
9（1）

 
1  
10  

 
3  

 
3  
4（1）

 
 

1  
1  

 
24（2）
15（5）
1  

 
16（6）
3（1）
37（3）

 
44（5）

過去３年間の大学合格状況　その2

神 田 外 語
国 際 武 道
秀 明
千 葉 工 業
城 西 国 際
聖 徳
千 葉 科 学
青 山 学 院
亜 細 亜
大 妻 女 子
桜 美 林
学 習 院
学 習 院 女 子
北 里
共 立 女 子
杏 林
慶 應
工 学 院
國 學 院
国 際 基 督 教
国 士 舘
駒 澤
駒 澤 女 子
産 業 能 率
実 践 女 子
芝 浦 工 業
順 天 堂
上 智
昭 和
昭 和 女 子
昭 和 薬 科
白 百 合 女 子
成 蹊
成 城
清 泉 女 子
専 修
創 価
大 正
大 東 文 化
拓 殖
玉 川
多 摩 美 術
中 央
津 田 塾
帝 京
帝 京 平 成
帝 京 科 学
東 海
東京医療保健
東 京 家 政
東京家政学院
東 京 経 済
東 京 工 科
東 京 工 芸
東 京 歯 科
東京慈恵会医科
東 京 女 子
東 京 聖 栄
東 京 電 機
東 京 農 業
東 京 未 来
東 京 薬 科
東 京 理 科
東 邦
東 洋
二 松 学 舎
日 本

大学

［私立大学］（　）内は過年度卒の内数
年度入試 平成24年度

受験数 合格数 受験数 合格数 受験数 合格数
平成25年度 平成26年度

日 本 歯 科
日本獣医生命科学
日 本 女 子
法 政
星 薬 科
武 蔵
東 京 都 市
武 蔵 野
武 蔵 野 音 楽
武 蔵 野 美 術
明 治
明 治 学 院
明 治 薬 科
明 星
ヤマザキ学園
立 教
立 正
和 光
早 稲 田
麻 布
神 奈 川
神 奈 川 工 科
鎌 倉 女 子
関 東 学 院
相 模 女 子
洗足学園音楽
東洋英和女学
女 子 美 術
フェリス女子
横 浜 薬 科
新潟医療福祉
金 沢 工 業
常 葉 学 園
愛 知
愛 知 工 業
金 城 学 院
豊 田 工 業
中 京
名 古 屋 学 院
南 山
藤田保健衛生
名 城
京 都 産 業
同 志 社
佛 教
立 命 館
龍 谷
関 西
関 西 学 院
近 畿
姫 路 独 協
奈 良
岡 山 理 科
川崎医療福祉
広 島 国 際
福 山
九州保健福祉
（ 私 立 計 ）
総 計

主な合格短期大学（過去３年間・現役）
（国公立）長野県大短大
（私　立）國學院大學栃木短・青山学院女短・女子栄養短・女子美術短
　　　　　東京家政大短・東京農大短大部・桐朋学園芸術短・相模女子大短

主な専門学校（過去３年間・現役）
栃木衛生福祉大学校・宇都宮メディアアーツ・栃木病院附看護・関東職能大学校
東京アナウンス学院・日本工学院専・辻製菓専・日産愛知自動車大学校
関東工業自動車専・東京動物専


